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InstallScript ベース インス ト ールのデ
バッ グ
デバッ グは、 コ ンピ ューター ソ フ ト ウ ェ アのロジ ッ ク エラー を発見し て修正するプロセスです。 それらのエ

ラーは、 スク リ プ ト の異常動作や予期し ない停止の原因と な り ます。 構文エラーとは異な り、 ロジ ッ ク エラーは

コ ンパイ ラによ って検出されません。 コ ンパイ ラが保証する こ とは、 ステー ト メ ン ト が正し く 表現されているか

ど うかだけです。 ロジ ッ ク エラーがあるステー ト メ ン ト でも、 コ ンパイ ラにと っては完全に正しいものに見えま

す。 コ ンパイ ラは、 それらのステー ト メ ン ト によ って表現されている命令に不備がな く 正しいかど うかを判別で

きません。

ロジ ッ ク エラーの検出

完成し たスク リ プ ト 中のロジ ッ ク をエラーを発見する最良の方法は、 スク リ プ ト を実行し てその動作を観察する

こ と です。 重大なロジ ッ ク エラーの大部分はスク リ プ ト の開発およびテス ト 期間中に現れますが、 中には使用さ

れるよ う になった後、 長い期間が過ぎてもスク リ プ ト 中にひそんでいる ものもあり ます。 そのよ う なロジ ッ ク エ

ラーは、 特定のコ ンピ ューター上でスク リ プ ト が実行された と きや、 ユーザーが特定の関数のシーケンスまたは

特定の入力値を選択し た と きに現れるので、 予想できません。

ロジ ッ ク エラーは、 スク リ プ ト を突然停止させた り、 ラ ン タ イムエラー メ ッ セージを表示し た りする重大なもの

である場合もあ り ます。 また、 スク リ プ ト は実行されるがその表示や動作に問題がある とい う、 微妙なものであ

る場合もあ り ます。 た と えば、 選択し ていないフ ォルダーにフ ァ イルを イ ンス ト ールする、 セ ッ ト ア ッ プ時にオ

プシ ョ ンが選択されているにもかかわらずデスク ト ッ プ上または Windows の [ ス ター ト ] メ ニューにシ ョ ー ト

カ ッ ト を作成し ない、 などが考えられます。

ロジ ッ ク エラーの解決

バグを発見し た り、 バグの報告を受け取ったら、 以下の手順に従う必要があり ます。

1. セ ッ ト ア ッ プを実行し、 エラーを再現させます。 作業を続ける前に、 エラーの性質を必ず理解し ておきます。

2. スク リ プ ト を検討し、 エラーの原因と考えられる場所を特定し ます。

3. InstallScript デバッ ガー を使用し てエラーを解析し ます。

4. InstallScript ビ ューを使用し て、 スク リ プ ト 中のエラーを修正し ます。

5. スク リ プ ト を再コ ンパイルし、 エラーが修正されている こ と を確認し ます。
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InstallScript ベース イ ンス ト ールのデバッ グ

InstallScript デバッ ガー
InstallScript デバッ ガー
InstallScript デバッ ガーはソース レベルのデバッ ガーです。 同じウ ィ ン ド ウの別々のペイ ンにデバッ グ制御と イ ン

ス ト ール スク リ プ ト を表示し ます。 ウ ィ ン ド ウの [ スク リ プ ト ] ペイ ンには、 次に実行されるステー ト メ ン ト  (

実行点 ) がマーカー付きで示されます。

InstallScript デバッ ガーからスク リ プ ト をステー ト メ ン ト ご とに実行できます。 また、 [InstallScript デバッ ガー ] 

ウ ィ ン ド ウの スク リ プ ト ペイ ン中を移動する実行点をモニ ターする こ とによ って制御の流れを追跡できます。 ま

た、 スク リ プ ト 実行中どの時点でも、 スク リ プ ト 中の変数の値を監視する こ と もできます。 これらの方法によ っ

て、 スク リ プ ト のエラーや非効率性の原因を特定する こ とが容易にな り ます。

スク リ プ ト  ウ ィ ン ド ウ
InstallScript デバッ ガーのスク リ プ ト  ウ ィ ン ド ウには、 スク リ プ ト が表示され、 実行時し ながら確認できます。 次

に実行するステー ト メ ン ト がウ ィ ン ド ウ内に配置され、 黄色の矢印で示されます。 ブレークポイ ン ト が含まれる

行には、 左に赤丸が表示されます。 行をダブルク リ ッ ク し てブレークポイ ン ト を設定または削除する こ とはでき

ません。

スク リ プ ト  ウ ィ ン ド ウのタ イ ト ル バーに、 セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イルのフル ネームが表示されます。 [ ステ ッ プイ ン

] または [ ステ ッ プオーバー ] コマン ド を使用し て一群のステー ト メ ン ト を ト レースする際に、 必要な場合はスク

リ プ ト  ウ ィ ン ド ウが自動的にスク ロールし ます。 同様に、 スク リ プ ト の実行がブレークポイ ン ト で停止し た場合、

このウ ィ ン ド ウは自動的にスク ロールし てブレークポイ ン ト の位置を表示し ます。

ウォ ッ チ ウ ィ ン ド ウ
InstallScript デバッ ガーの [ ウォ ッ チ ] ウ ィ ン ド ウには、 監視するよ う に選択し た各文字列変数と数値変数の現在

の値が表示されます。 [ ウォ ッ チ ] ウ ィ ン ド ウは、 InstallScript デバッ ガーの右下隅に表示されます。 デバッ グの間

に、 いつでも このウ ィ ン ド ウに変数を追加または削除できます。

ボタ ン コ ン ト ロール
InstallScript デバッ ガー ツールバー上にあるボタ ンを使って、 スク リ プ ト の実行を制御できます。

テーブル 1 • InstallScript デバッ ガーのボタ ンの説明

ボタ ン 説明

開 く スク リ プ ト  フ ァ イルを開きます。

ブレークポイ ン ト の切り替え ブレークポイ ン ト の切り替えボタ ンによ って、 ブレークポイ ン ト を配置し た り

削除し た り できます。

Go スク リ プ ト の実行を開始し ます。 このボタ ンを使用し て次のブレークポイ ン ト

まで実行し ます。 ブレークポイ ン ト がない場合は、 スク リ プ ト の終わり まで実

行し ます。

ブレーク ブレークポイ ン ト をセ ッ ト またはク リ ア し ます。
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InstallScript ベース イ ンス ト ールのデバッ グ

エ ラーの再現
ユーザー変数
コー ド ウ ィ ン ド ウの [ ユーザー ] 変数セクシ ョ ンを構成する コ ン ト ロールを使用し て、 ローカル変数の現在の値

の調査し、 ローカル変数を [ ウォ ッ チ ] ウ ィ ン ド ウに追加する こ とができます。

エラーの再現
デバッ グ プロセスの最初の目標は、 スク リ プ ト およびエラーを発生させる と考えられるステ ッ プを実行し てバグ

を再現する こ と です。 このステ ッ プが重要であるのは以下のよ う な理由によ り ます。

• バグがエン ド ユーザーから報告されたものである場合、 報告の詳細は不正確で不完全である可能性があり ま

す。 その場合、 不適切な場所で不適切な問題を探すこ とに時間を費やすこ とにな り ます。

• バグ自体が、 特定のハー ド ウ ェ アおよびソ フ ト ウ ェ ア環境で しか起こ らないものである可能性があり ます。

ユーザーの報告し たバグを再現できない場合、 次の作業に取り組む前に、 自分のシステムとユーザーのシス

テムとの違いをはっ き り させてお く こ と をお勧めし ます。

• バグを見つけた と き、 バグが発生し た状況を正確に ド キュ メ ン ト 化するために、 予期された タ イ ミ ングでも

う一度それが発生するのを見る必要が出て く る場合があり ます。

• 通常、 バグを再現する こ と で、 バグ発生の場所と原因についての手ががりが得られます。

• バグを再現させる方法がよ く 分からない場合は、 後で本当に問題が修正されたのかど うかを確かめる こ と も

できません。

エラーの原因の特定
デバッ グ プロセスの 2 番目のステ ッ プは、 エラーに関連する部分をセ ッ ト ア ッ プ内で特定する こ と です。

状況を自分で発見し た場合、 大抵の場合、 原因についてど こ を探せばいいか既に見当がついています。 それでも、

デバッ グ作業に取り組む前に、 エラーについて考え、 そのエラーを起こす可能性のある明らかな設計やコーデ ィ

ングの ミ スを特定する こ と をお勧めし ます。

ステ ッ プイ ン スク リ プ ト の次のステー ト メ ン ト を実行し ます。 そのステー ト メ ン ト がユー

ザー定義関数の呼び出し だった場合、 デバッ ガーは、 コー ド ウ ィ ン ド ウにその

関数を表示し、 実行点の位置がキーワー ド begin に続 く ステー ト メ ン ト に移り

ます。

ステ ッ プ オーバー スク リ プ ト の次のステー ト メ ン ト を実行し ます。 そのステー ト メ ン ト がユー

ザー定義関数の呼び出し だった場合、 その関数中のすべてのステー ト メ ン ト が

実行され、 実行点の位置は関数呼び出し後に実行される次のステー ト メ ン ト に

移り ます。

ステ ッ プ アウ ト 現在のルーチンをスキッ プ し ます。

次のステー ト メ ン ト を表示 スク リ プ ト  フ ァ イル中の次のステー ト メ ン ト が表示されます。

テーブル 1 • InstallScript デバッ ガーのボタ ンの説明 ( 続き )

ボタ ン 説明
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エ ラー原因の分析
最も単純なエラーでも、 それによ ってセ ッ ト ア ッ プのさ まざま部分を調べる結果と なる こ とがよ く あり ます。 た

と えば、 標準ダイアログに製品名が表示されないと し ます。 エラーはこのダイアログが呼び出される場所で見つ

かるかも しれません。 または、 初期化セクシ ョ ンが SdProductName の呼び出しによ って製品名を確立する こ とに

失敗する可能性もあ り ます。 あるいは、 SdProductName の呼び出しが未定義の文字列エン ト リ を参照し ている可

能性もあ り ます。

これらの特定のバグの処理には、 デバッ ガーは必要ないかも しれません。 しかし、 デバッ ガーが必要な場合には、

手掛かり を見つけるためにスク リ プ ト のどの部分を ト レース し解析するかの計画を立てる こ とによ って、 デバッ

ガーをよ り効果的に使用する こ とができます。

エラー原因の分析
効果的なデバッ グ ツール無し では、 頭の中でスク リ プ ト を 「実行」 し てエラー発生の可能性がある部分のコー ド

を分析する しかあ り ません。 まず疑わしい範囲の論理を追って一行一行注意深 く 読み、 そこに現れる さ まざまな

変数を追跡する こ とにな り ます。 スク リ プ ト が間違った方向に進み始めた場所を見つけるまでこれを続けな く て

はな り ません。 そ し て、 異常な動作の理由を正確に解明できるまでこれらの作業を何度も繰り返すこ とになるで

し ょ う。 それがデバッ グ ステ ッ プの目的、 つま り エラーの正確な原因を見つける こ と だからです。

ソ フ ト ウ ェ ア デバッ ガーは、 デバッ グ プロセスのこの部分のために設計されたツールです。 デバッ ガーは自動的

にスク リ プ ト を解析する ものではあ り ませんが、 セ ッ ト ア ッ プが異常に動作する理由の発見を容易にし ます。 デ

バッ ガーを使用する と、 1 つのステー ト メ ン ト ご とにスク リ プ ト を実行する こ とによ って、 制御の流れを追う こ と

ができます。 そし て、 スク リ プ ト 実行中の任意の時点におけるスク リ プ ト 中の変数の値を判別する こ とができま

す。

エラーの修正
スク リ プ ト 中にエラーの原因と なっている箇所を見つけたら、 デバッ ガーを終了し て問題の修正プロセスに取り

組みます。 修正を行う には、 InstallShield で作業中のイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に変更を加える必要があり ます。

まず修正作業の計画を立て、 InstallScript ビ ューを使用し て変更を加えます。 最後に、 スク リ プ ト を再コ ンパイル

し ます。

実行ポイン ト
実行点は、 スク リ プ ト 中の次に実行されるステー ト メ ン ト の位置です。 この位置は、 スク リ プ ト  ウ ィ ン ド ウ中に

その属性と と もに表示されます。 [ ステ ッ プイ ン ] または [ ステ ッ プ オーバー ] ボタ ンを使用し てスク リ プ ト を ト

レースする と きに、 実行点の移動が制御の流れを表し ます。

ステ ッ プ コ ン ト ロール
ステ ッ プ コ ン ト ロールには、 [ ステ ッ プイ ン ] ボタ ン と [ ステ ッ プオーバー ] ボタ ンがあり ます。 これらのコ ン ト

ロールによ って、 スク リ プ ト の全部または一部をステー ト メ ン ト ご とに実行できます。 これらのコ ン ト ロールを

使用し てバグを見つけます。

• スク リ プ ト 中の疑わしい範囲をステ ッ プ実行し、 ステー ト メ ン ト が実行される順番を調べます。 このプロセ

スによ って、 意図通り に動作し ない条件式によ って発生するバグを発見できます。
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InstallScript ブレークポイ ン ト
• ステ ッ プ コ ン ト ロールを使用し てステー ト メ ン ト を実行し た後、 バグの原因と考えられる変数の値をチ ェ ッ

ク し ます。 変数を追跡する最も簡単な方法は、 その変数を [ 監視 ] ウ ィ ン ド ウに追加する こ と です。 追跡し て

いる変数の値が、 解析の各時点で予想される値である こ と を確認し ます。

• ステ ッ プ コ ン ト ロールをブレークポイ ン ト と共に使用し ます。 まず、 スク リ プ ト 中の解析し たいセク シ ョ ン

の最初のステー ト メ ン ト にブレークポイ ン ト をセ ッ ト し ます。 次に、 [ 実行 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てステー ト

メ ン ト を実行し ます。 最後に、 [ ステ ッ プ イ ン ] または [ ステ ッ プ オーバー ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 ブレー

クポイ ン ト に続 く ステー ト メ ン ト を ト レース し ます。

ユーザー定義関数へのステ ッ プ イン
実行点がユーザー定義関数呼び出し ステー ト メ ン ト にある と きに、 InstallScript デバッ ガーのツールバー上の [ ス

テ ッ プ イ ン ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 スク リ プ ト  ウ ィ ン ド ウが自動的にスク ロールし てユーザー定義関数中の

最初の実行可能ステー ト メ ン ト が表示されます。 そのステー ト メ ン ト は実行されておらず、 そこが実行点にな り

ます。 このステー ト メ ン ト は、 次に [ ステ ッ プ イ ン ]、 [ ステ ッ プ オーバー ]、 または [ 実行 ] ボタ ンがク リ ッ ク

される と実行されます。

メ モ • DLL のよ う な別のフ ァ イルから呼び出される関数にステ ッ プ イ ン し た場合には、 タ イ ト ルバーにそのフ ァ

イル名が表示されます。

ユーザー定義関数のステ ッ プ オーバー
実行点がユーザー定義関数呼び出し ステー ト メ ン ト にある と きに、 InstallScript デバッ ガーのツールバー上の [ ス

テ ッ プオーバー ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 ユーザー定義関数中のすべてのステー ト メ ン ト が実行されます。 実

行点は現行ブロ ッ クの次のステー ト メ ン ト に移り ます。

InstallScript ブレークポイン ト
ブレークポイ ン ト とは、 InstallScript デバッ ガーの制御下でスク リ プ ト を実行し た際に、 実行が停止されるスク リ

プ ト 中の位置です。 実行を停止させたいステー ト メ ン ト 付近の左マージンを ク リ ッ ク し て、 ブレークポイ ン ト を

設定できます。 一度設定されたブレークポイ ン ト は、 ク リ ア されるかまたは InstallScript デバッ ガーが終了するま

で有効です。

デバッ グにおけるブレークポイ ン ト の役割は、 スク リ プ ト を詳細に解析し たい場所で実行に割り込みをかける こ

と です。 スク リ プ ト がブレークポイ ン ト まで実行されたら、 次に続 く ステー ト メ ン ト をステ ッ プ実行し、 スク リ

プ ト のそのセクシ ョ ンにと って重要な変数を監視できます。 次のブレークポイ ン ト まで実行するには、 ツール

バーの [ 実行 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

ブレークポイ ン ト が設定されたステー ト メ ン ト はその属性と と もに表示されます。 スク リ プ ト がデバッ ガーの制

御の下で実行される場合、 その実行はブレークポイ ン ト と し て設定されたステー ト メ ン ト の手前で停止し ます。
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InstallScript ブレークポイ ン ト
ソース行付近を ク リ ッ ク し てブレークポイン ト を設定す
る

タ スク ソース行を ク リ ッ ク し てブレークポイ ン ト を設定するには、 以下の手順に従います :

1. スク リ プ ト  ウ ィ ン ド ウをスク ロールし て、 ブレークポイ ン ト を設定する行を表示し ます。

2. その行付近の左マージンを ク リ ッ ク し ます。

InstallScript デバッ ガーは、 その行にブレークポイ ン ト  イ ンジケーター ( 赤丸 ) を表示し ます。

メ モ • 設定済みのブレークポイ ン ト  ( 赤丸 ) を ク リ ッ クする と、 InstallScript デバッ ガーはそのブレークポイ ン ト を

ク リ ア し ます。

関数でブレークポイン ト を設定する

タ スク 関数にブレークポイ ン ト を設定するには、 以下の手順に従います :

1. スク リ プ ト  ウ ィ ン ド ウで、 ブレークポイ ン ト を設定し たい関数の最初の行の左横マージンを ク リ ッ ク し ます。

2. デバッ ガー中でスク リ プ ト を実行する と、 デバッ ガーはこのブレークポイ ン ト で停止し ます。

ブレークポイ ン ト が設定される と、 ブレークポイ ン ト 自体は関数中のコー ドの最初の実行可能行に設定されます。

メ モ • ビル ト イ ンの InstallScript 関数にブレークポイ ン ト を設定する こ とはできません。

ブレークポイン ト まで実行する
次のブレークポイ ン ト まで実行するには、 InstallScript デバッ ガーのツールバーにある [ 実行 ] ボタ ンを ク リ ッ ク

し ます。 ブレークポイ ン ト が設定されていない場合、 または最後のブレークポイ ン ト に続 く ステー ト メ ン ト まで

がすでに実行されている場合に [ 実行 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 スク リ プ ト は最後まで実行されます。

ブレークポイン ト のク リ ア
スク リ プ ト 中のブレークポイ ン ト を ク リ アするには、 次の方法のう ちの 1 つを使用し ます。

• 左マージンの赤丸を ク リ ッ ク し てブレークポイ ン ト を ク リ ア し ます。

• [ デバッ グ ] メ ニューから、 [ すべてのブレークポイ ン ト を削除 ] を ク リ ッ ク し ます。
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スク リ プ ト データの調査、 監視、 および変更
スク リ プ ト データの調査、 監視、 および変更
最も一般的なソ フ ト ウ ェ ア バグの中には、 変数がプログラム中のキーポイ ン ト で正しい値を持っていないために

発生する ものがあ り ます。 これは、 以下のよ う な さ まざま原因で発生し ます。

• 変数が初期化されていなかった。

• 変数が更新されなかった。

• 変数に不適切な値が割り当てられた。

この種のエラーは大きな影響を及ぼす可能性があ り、 その種類も さ まざまです。 た と えば、 ある変数が特定の値

を持つ場合にのみスク リ プ ト の一部が実行される場合、 この制御変数が正し く 設定されていないと イ ンス ト ール

は完全には動作し ません。 while ループの制御に変数が使用されている と、 ループは実行されないか、 または無限

に実行されてイ ンス ト ールがハングア ッ プ し ます。

バグを完全に解析するには、 スク リ プ ト の ト レース時にスク リ プ ト データの値を検査できなければな り ません。

そのために、 InstallScript デバッ ガーは以下の 3 つの方法を備えています。

1. 変数を調査し て、 現在の値を判断し ます。 任意のブレークポイ ン ト 、 またはスク リ プ ト のステ ッ プ実行時に、

スク リ プ ト 中のすべてのグローバル変数の値をチ ェ ッ クできます。 実行点がユーザー定義関数内にある場合

には、 その関数にローカルなすべての変数をチ ェ ッ クする こ と もできます。

2. 変数を監視し てスク リ プ ト 実行の ト レースのために [ ステ ッ プ イ ン ] および [ ステ ッ プ オーバー ] コマン ド

を使用し た際の、 変数値の変化を観察し ます。 コ ン ト ロール ウ ィ ン ド ウには、 [ 監視 ] ウ ィ ン ド ウが含まれ、

こ こにデバッ グ セ ッ シ ョ ンで監視する 1 つまたは複数の変数を挿入できます。

3. 変数の値を変更し てプログラム中のキーポイ ン ト で解析中のバグにおけるその変数の役割についての論理を

テス ト し た り、 またはスク リ プ ト 中に発見し たロジ ッ ク エラーの効果をオーバーラ イ ド し ます。

変数の調査
変数を調査するには、 変数ウ ィ ン ド ウに調査する変数を配置し ます。 このウ ィ ン ド ウには、 変数の現行ローカル

値に続いて変数名が詳細に表示されます。

制限

構造化変数およびリ ス ト 変数は調査できません。

ローカル ユーザー変数コ ン ト ロールがアク テ ィ ブなのは、 実行点がユーザー定義関数の begin ステー ト メ ン ト と 

end ステー ト メ ン ト の間にある場合のみです。 実行点が関数の終端を越えて移動し た場合には、 [ 監視 ] ウ ィ ン ド

ウに表示される この変数の値が < 変数が見つかり ません > とい う メ ッ セージに変更されます。

変数の監視
変数ウ ィ ン ド ウには、 現在のユーザー定義関数中のすべてのローカル変数のリ ス ト が表示されます。

[ 監視 ] ウ ィ ン ド ウにグローバル変数の名前を入力し て、 その現在の値を見る こ とができます。

制限

• 構造化変数は、 [ 監視 ] ウ ィ ン ド ウでは選択できません。 構造体のメ ンバーの値を見るには、 スク リ プ ト  エ

デ ィ ターに戻り、 スク リ プ ト 中のその値を知り たい場所に メ ンバーの値を単純なデータ型に割り当てるス
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無限ループに入ったスク リ プ ト の停止
テー ト メ ン ト を追加し ます。 その後、 スク リ プ ト を再コ ンパイルし てデバッ ガーを開始し ます。 最後に、 そ

の単純な変数を [ 監視 ] ウ ィ ン ド ウに追加し ます。

• リ ス ト 変数は、 ウォ ッ チ ウ ィ ン ド ウで選択できますが、 デバッ ガーにはその要素は表示されません。 リ ス ト

の要素を見るには、 構造体のメ ンバーに対する上記の方法を使用し ます。

• ローカル ユーザー変数コ ン ト ロールがアク テ ィ ブなのは、 実行点がユーザー定義関数の begin ステー ト メ ン

ト と end ステー ト メ ン ト の間にある場合のみです。 実行点が関数の終端を越えて移動し た場合には、 [ 監視 ] 

ウ ィ ン ド ウに表示される この変数の値が < 変数が見つかり ません > とい う メ ッ セージに変更されます。

変数の値の変更
InstallScript デバッ ガーでは、 変数ウ ィ ン ド ウに変数のリ ス ト が表示されます。

リ ス ト 中の変更し たい変数を ク リ ッ ク し ます。 変数に変更し たい値を入力し ます。

ビル ト イン関数からの戻り値を監視する
ウォ ッ チ ウ ィ ン ド ウで、 LAST_RESULT と入力し ます。 このシステム変数には InstallScript 関数への直近の呼び出

しによる戻り値が保持されています。

[ 監視 ] ウ ィ ン ド ウから変数を削除する

タ スク ウォ ッ チ ウ ィ ン ド ウから変数を削除するには、 以下の手順に従います :

1. ウォ ッ チ ウ ィ ン ド ウで、 削除する変数を ク リ ッ ク し ます。

2. Delete キーを押す。

無限ループに入ったスク リ プ ト の停止
無限ループに入ったスク リ プ ト を停止するには、 以下の手順に従います :

1. イ ンス ト ールのウ ィ ン ド ウから InstallScript デバッ ガーのウ ィ ン ド ウにフ ォーカスを変更するには、ALT+TAB 

キーを押し ます。

2. デバッ ガーのウ ィ ン ド ウで [ 停止 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

構文エラー
構文エラーとは、 キーワー ドのスペル ミ ス、 宣言されていない変数の参照、 ステー ト メ ン ト の末尾にセ ミ コ ロン

がないなど といった言語の使用上のエラーです。 構文エラーがある と スク リ プ ト のコ ンパイルができず、 コ ンパ

イ ラによ って通知されます。 デバッ ガーには構文エラーを検出する機能はあり ません。 プログラムは、 構文エ

ラーをな く し て正常にコ ンパイルし た後、 デバッ ガーの制御下で実行できます。
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ロジ ッ ク エ ラー
ロジ ッ ク エラー
ロジ ッ ク エラーは、 スク リ プ ト のアルゴ リズム ( スク リ プ ト の構造 ) 中に存在し ます。 ロジ ッ ク エラーはいわゆ

る ラ ン タ イムエラーを生成し ます。 ロジ ッ ク エラーが現れるのはスク リ プ ト の実行時だけだからです。 ロジ ッ ク 

エラーの中には、 スク リ プ ト を終了させるよ う なラ ン タ イムエラーを生成する ものもあり ます。 そ う でない場合

は、 単にスク リ プ ト の異常動作や、 入力に対する応答の停止を発生させます。 デバッ ガーはこの種のエラーの解

析に役立ちます。

任意のコ ンピューターでのインス ト ールのデ
バッ グ

特定のハー ド ウ ェ アおよびソ フ ト ウ ェ ア構成でのみ発生するバグを見つけるために、 開発マシン以外のシステム

上でイ ンス ト ールをデバッ グする必要がある場合があ り ます。 その場合、 そのコ ンピ ューター上に InstallShield を

イ ンス ト ールする必要はあ り ません。

タ スク イ ンス ト ール開発マシンではな く 、 デバッ グ マシン上でイ ンス ト ールをデバッ グするには、 以下の手順に従いま

す :

1. 開発マシン上でイ ンス ト ールを コ ンパイルおよびビルド し ます。

2. 開発マシンからデバッ グ マシンへ、 以下のフ ァ イルを コ ピーし ます。

• InstallShield Program Files フ ォルダー \System\ISDbg.exe 

これは、 InstallScript デバッ ガーの実行可能フ ァ イルです。

• InstallShield Program Files ォルダー \System\SciLexer.dll 

デバッ グ マシン上の ISDbg.exe フ ァ イルと同じ フ ォルダ内に、 このフ ァ イルが必要です。

• InstallShield Program Files ォルダー \Program\0409\ISDbg.chm (InstallShield 英語版の場合 ) または InstallShield 

Program Files ォルダー \Program\0411\ISDbg.chm (InstallShield 日本語版の場合 )

これはヘルプ フ ァ イルで、 オプシ ョ ン と し てこれをデバッ グ マシンにコ ピーする と、 デバッ ガー内部か

ら InstallScript デバッ ガー ヘルプにアクセスできます。

3. ISDbg.exe フ ァ イルに /REGSERVER コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターに渡し て、 ISDbg.exe フ ァ イルを登録し ます。

4. プロジ ェ ク ト  フ ァ イルと プロジ ェ ク ト  フ ォルダーをデバッ グ マシンにコ ピーし ます。 これには、 ビルド済

みのセ ッ ト ア ッ プのデ ィ スク イ メ ージ (Setup.exe と Disk Images\DiskN フ ォルダー中のメ デ ィ ア フ ァ イルとサ

ポー ト  フ ァ イル ) が含まれます。

ヒ ン ト • 開発マシン上のプロジ ェ ク ト  フ ァ イルがネ ッ ト ワーク を介し てデバッ グ マシンからアクセスできる

場合は、 ステ ッ プ 4 をスキッ プする こ とができます。

5. デバッ グ マシンに Visual Studio 2012 がイ ンス ト ールされていない場合、 Visual C++ Redistributable for Visual Studio 

2012 を イ ンス ト ールする必要があ り ます。
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イ ンス ト ール スク リ プ ト から呼び出された DLL 関数のデバッ グ
メ モ • Visual C++ 再配布可能パッ ケージは、 Visual Studio 2012 を使って開発されたアプ リ ケーシ ョ ン 

(InstallShield など ) を実行するために必要な Visual C++ ラ イブ ラ リのラ ン タ イム コ ンポーネン ト を イ ンス ト ー

ルし ます。

6. イ ンス ト ールをデバッ グし、 デバッ グ シンボル (.dbg) フ ァ イルの位置を提供するために、 /d コマン ド ラ イ ン 

パラ メ ーターを使用し て Setup.exe を起動し ます。 たと えば、 Setup.dbg が C:\Test にある場合、 次のステー ト メ

ン ト を コマン ド ラ イ ンで入力し ます :

setup /d"C:\Test"

開発システムでイ ンス ト ール フ ァ イル、 スク リ プ ト  フ ァ イル、 およびデバッ グ フ ァ イルがすべて元の場所

にある場合、 デバッ グ フ ァ イルへのパスを指定する必要があ り ません。 代わり に、 次を使用し ます。

setup /d

インス ト ール スク リ プ ト から呼び出された DLL 
関数のデバッ グ

タ スク セ ッ ト ア ッ プ スク リ プ ト から呼び出された DDL 関数 のデバッ グを行う には、 以下の手順に従います :

1. DLL を含む Microsoft Visual Studio プロジ ェ ク ト を開きます。

2. 実行中のセ ッ ト ア ッ プがあればすべてをシャ ッ ト ダウン し ます。 また、 Windows タ スク マネージャーを使っ

て実行中の Setup.exe がないこ と を確認し ます。 Setup.exe が実行中の場合は終了させます。

3. DLL プロジ ェ ク ト の [ プロジ ェ ク ト の設定］ にある ［デバッ グ］ タ ブで、 " デバッ グ セ ッ シ ョ ンの実行可能

フ ァ イル " フ ィ ールド にセ ッ ト ア ッ プの Setup.exe の場所 (< プロジ ェ ク ト  フ ォルダー >\Media\< メデ ィ ア名

>\Disk Images\Disk1\Setup.exe) を指定し ます。

4. " プログラム引数 " フ ィ ールド に以下を指定し ます。

-deleter -d

5. F5 キーを押し て Setup.exe を起動し、 デバッ グを開始し ます。 デバッ ガーが Setup.exe を起動し ます。 セ ッ ト

ア ッ プが初期化し て実行し ます。 デバッ ガーは DLL 関数で設定された任意のブレークポイ ン ト で停止し ます。

識別されたエラーの訂正
InstallScript デバッ ガーはエラーの特定も コー ドの編集も行いません。 デバッ ガーで実行できる こ とはコ ンパイ ラ

が見落と し たエラーを発見する こ とのみであ り、 実際にコー ド を変更できるのはエデ ィ ターだけです。

デバッ ガーの実行時にスク リ プ ト  エデ ィ ターを開 く こ とができます。 スク リ プ ト  エデ ィ ターにはデバッ ガーの

コー ド ウ ィ ン ド ウと同じ フ ァ イル ( 通常、 Setup.rul) を表示できます。 デバッ ガーを中止し てコー ド を編集する場

合には、 それを IDE 中で行う必要があり ます。 別のフ ァ イルが表示された場合、 またはそのウ ィ ン ド ウが開いて

いない場合は、 エラーを含むスク リ プ ト を編集するために、 それをセ ッ ト ア ッ プする必要があり ます。

スク リ プ ト に必要な変更を加えた後、 以下の手順を実行し ます。

• スク リ プ ト を再コ ンパイル し ます ([ ビルド ] メ ニューから [Setup.rul のコ ンパイル ] を選択し ます )。
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修正済みイ ンス ト ールのテス ト
• セ ッ ト ア ッ プを再ビルド し ます。

• スク リ プ ト をデバッ グし ます。

• 必要な場合は、 ブレークポイ ン ト と変数を変更に対応するよ う に調整し ます。

修正済みインス ト ールのテス ト
修正されたスク リ プ ト をテス ト し、 報告されたバグがな く なってセ ッ ト ア ッ プが意図し た通り に動作する こ と を

確認できたと こ ろでデバッ グ作業が終了し ます。 これを行な う には、 バグを確認し た と き と全 く 同様にスク リ プ

ト を実行し ます。 修正し たこ とによ って新しいバグが発生し ていないこ と を確認し て く だ さい。

InstallScript デバッ ガーの ト ラブル シューテ ィ ン
グ

[ ビルド ] メ ニューで [InstallScript のデバッ グ ] を選択し た と きにデバッ ガーが表示されない場合は、 次のフ ァ イ

ルの存在を確認し て く だ さい :

ISDbg.exe と SciLexer.dll は、 InstallShield と一緒にイ ンス ト ールされています。 Setup.rul は、 プロジ ェ ク ト 用にユー

ザーが作成し たマス ター スク リ プ ト です。 Setup.exe と Setup.inx は、 ビルド プロセスの一部と し て作成されます。

カス タム ダイアログの表示
カス タム ダイアログが表示できないとい う問題は、 テ クニカル サポー ト によ く 寄せられます。 カス タム ダイア

ログを作成し てデバッ グする こ とは複雑なプロセスになる可能性があり ますが、 以下のすべての条件を満た し て

いるかど うかを確認する こ とによ り、 しばしばカス タム ダイアログの表示を妨害し ているバグを発見できます。

• 出荷し よ う と し ているデ ィ スク上にダイアログを含む DLL が存在し ている。

テーブル 2 • フ ァ イルと説明

フ ァ イル 場所

ISDbg.exe InstallShield Program Files フ ォルダー \System

このフ ァ イルは登録の必要があ り ます。 まだ登録されていない場合は、 /

REGSERVER コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを使用し て登録し て く だ さい。

SciLexer.dll InstallShield Program Files フ ォルダー \System

Setup.dbg InstallShield Project Folder\Project Name\Script Files

Setup.rul InstallShield Project Folder\Project Name\Script Files

Setup.inx InstallShield Project Folder\Project Name\Script Files

Setup.exe InstallShield Project フ ォルダー \ プロジ ェ ク ト 名 \ 製品構成 \ リ リース名

\DiskImages\Disk1
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InstallScript デバッ ガーの ト ラ ブル シ ューテ ィ ング
• イ ンス ト ールは、 DLL の場所と し てスク リ プ ト 中に書かれたパスおよびサブ フ ォルダー中にその DLL を コ

ピーする。

• ロー ド するダイアログが DLL 中に存在する。

• ダイアログが DLL 中にある場合に、 ダイアログの呼び出しに正しい ID を使用し ている。

プログラム フ ォルダーと シ ョ ー ト カ ッ ト の作成
プログラム フ ォルダーおよびシ ョ ー ト カ ッ ト の作成が困難な場合は、 スク リ プ ト 中のそれら を作成するセクシ ョ

ンを分離し て別々に実行し ます。

SprintfBox 関数を使用し て AddFolderIcon 関数のパラ メ ーターを表示し ます。 パラ メ ーターに渡されるすべての値

が有効であ り正しい順番である こ と を確認し て く だ さい。

デ ィ スクの交換
ユーザーにデ ィ スク を抜いて次のデ ィ スク を挿入するよ う に促すプロンプ ト を表示する際に、 スク リ プ ト に問題

が発生する場合があ り ます。 た と えば、 ユーザーに Disk 1 を取り外し て Disk 2 を挿入し ても ら う と こ ろで 「フ ァ

イルが見つかり ません。」 とい う エラー メ ッ セージが表示される可能性があ り ます。

通常、 このよ う な問題はデ ィ スク上のフ ァ イルを開いたままにし ているために起こ り ます。 DOS でこのエラー

メ ッ セージが起こ るのは、 新しいデ ィ スク ボ リ ューム ID、 またはフ ァ イル アロケーシ ョ ン テーブルを見つけて、

開いたフ ァ イルにアクセスできない場合です。

この問題を避けるため、 セ ッ ト ア ッ プ時にデ ィ スク上のフ ァ イルを直接開かないで く だ さい。 情報フ ァ イル、

ビ ッ ト マ ッ プ フ ァ イル、 DLL をデ ィ スクから直接使用し ないで く だ さい。 その代わり、 ターゲッ ト  ハー ド デ ィ ス

クにフ ァ イルを コ ピーし、 ハー ド デ ィ スクからそれらにアクセスするよ う にし て く だ さい。

デバッ グ中にこの問題が発生し た場合は、 ターゲッ ト  デ ィ スクにフ ァ イルを転送する前に開いたフ ァ イルがない

こ と を確認し て く だ さい。

お問い合わせの前に
ユーザーに何が異常なのかを正確に報告し ても らい、 問題を明確化し て く だ さい。 この問題はた く さんの顧客か

ら報告されている ものなのか、 または数人の顧客またはこの顧客からのみ報告されている問題なのか。 以下は、

顧客の問題を診断する際に、 確認できるい く つかの事項です。

• ユーザーはソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ールを何度か試みま し たか？そ う でない場合は、 同じ システム上にソ フ

ト ウ ェ アを再度イ ンス ト ールし ても ら って く だ さい。 それでもまだ問題が起きる場合は、 別のシステム、 ま

たはできれば複数のシステム上にイ ンス ト ールし ても ら って く だ さい。 1 つのシステムで使用し ただけでは結

論を下すのに十分とは言えません。

• 問題は配布メ デ ィ アに関係し ていますか？複数の異なる メ デ ィ ア タ イプで出荷する場合、 ユーザーに別のメ

デ ィ ア タ イプを試し ても らいます。 これは、 デ ィ スクの問題かド ラ イブの問題かを判別するのに役立つ場合

があ り ます。 両方のメ デ ィ アで同じ問題が起きるならば、 問題をかな り減少し たこ とにな り ます。 セ ッ ト

ア ッ プが正常である こ とが確実である場合は、 ユーザーに別のデ ィ スク を送って く だ さい。

• 可能場合は、 有名ブラ ン ドの配布メ デ ィ アを使用し て く だ さい。 以前にデ ィ スクの問題を経験し たこ とがあ

れば、 デ ィ スクの購入費を切り詰める こ とが割り に合わないこ と をご存知で し ょ う。 高品質のデ ィ スクは、
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InstallScript デバッ ガーの ト ラ ブル シ ューテ ィ ング
なんとか使用できるレベルのデ ィ スク よ り もたった 10 円か 15 円高いだけですが、 顧客を満足させる こ と と

苛立たせる こ と との間には大きな差があ り ます。

• 顧客の問題がある特定のシステムで しか起こ らないこ とがわかった場合は、 そのシステムと他のシステムと

の違いを見つける必要があ り ます。

• 顧客に メ モ リ と システム リ ソースの空き容量を尋ねて く ださい。 システムリ ソースが極端に低い場合、 他の

プログラムがそれを使用し ている可能性があ り ます。 ユーザーに Windows を終了し てシステム リ ソースを解

放し ても ら って く だ さい。 Windows の再起動後、 十分な メ モ リ と システム リ ソースの空きがある場合は、

ユーザーにセ ッ ト ア ッ プ プログラムを再度実行し ても ら って く ださい。

• ユーザーが実行し ている Windows のバージ ョ ンを判別し ます。 通常 Setup.exe にはシステム上に最低 16 MB 

の RAM が必要です。 ただし、 大きなスク リ プ ト やビ ッ ト マ ッ プを使用し ている場合、 それ以上の RAM が必

要である場合もあ り ます。 顧客のコ ンピ ューターがこの条件を満た さ ない場合、 よ り多 く の RAM が必要で

す。

• Config.sys フ ァ イルと Autoexec.bat フ ァ イルを調べます。 顧客に上記フ ァ イルのコ ピーを送っても ら って く だ

さい。 Config.sys に多 く の項目があ り、 多 く のプログラムを特定の場所にロー ド し ている場合、 これが問題を

引き起こす場合があ り ます。 特定のメ モ リ マネージャーや多 く のパラ メ ーターを持つ ド ラ イバーが問題の原

因である可能性もあ り ます。 最も基本的な ド ラ イバーだけを使用し て く だ さい。 Config.sys からできるだけ多

く のド ラ イバーを削除するよ う に、 ユーザーに指示し て く だ さい。 一般的に、 Config.sys 中の行数が増えるほ

ど、 競合の可能性は大き く な り ます。 すべての不要なステー ト メ ン ト を一時的にコ メ ン ト にし (rem)、 システ

ムを再起動し ても ら って く だ さい。

デ ィ スプレ イ ド ラ イバー
デ ィ スプレ イ ド ラ イバーは、 Windows がハー ド ウ ェ ア ビデオ アダプ タ と通信できるよ う にする ソ フ ト ウェ ア イ

ン タ フ ェースです。 Windows には任意のビデオ アダプ タに対応し た標準デ ィ スプレ イ ド ラ イバーがい く つか装備

されています。 ただ し、 多 く の Windows ユーザーはデ ィ スプレ イ アダプ タの製造元から提供される カス タム ド ラ

イバーを コ ンピ ューターにイ ンス ト ールし ています。 これらのカス タム ド ラ イバーは標準 Windows デ ィ スプレ イ 

ド ラ イバーよ り も多 く の色と高い解像度を提供し ます。

顧客がセ ッ ト ア ッ プを正し く 開始できない場合、 カス タム デ ィ スプレ イ ド ラ イバーがその原因である こ とがよ く

あ り ます。 以下のよ う な症状は、 通常、 問題がデ ィ スプレ イ ド ラ イバーにある こ と を示すものです。

• セ ッ ト ア ッ プは開始するが、 画面に表示されない。

• セ ッ ト ア ッ プがビ ッ ト マ ッ プ (.bmp) フ ァ イルを表示し よ う とする と システムがハングア ッ プする。

• セ ッ ト ア ッ プがビ ッ ト マ ッ プを フ ェー ド イ ンで表示し よ う とする と画面に異常が発生する。

顧客から上記のよ う な現象が報告された場合は、 顧客のシステムにイ ンス ト ールされているビデオ ド ラ イバーを

調べて く ださい。 標準の Microsoft Windows VGA ド ラ イバーを イ ンス ト ールし て、 再度セ ッ ト ア ッ プを実行し ても

ら って く ださい。 必要な場合は、 ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール後、 標準でない ド ラ イバーに戻すこ とはいつでも

可能です。

ウ ィ ルス対策プログラム
実行フ ァ イルがハー ド デ ィ スクにコ ピーされないよ う に設定されたウ ィ ルス対策プログラムは、 イ ンス ト ールに

支障をきたし ます。 イ ンス ト ールは正常に実行されているよ う に見えるのに、 アプ リ ケーシ ョ ンがハー ド デ ィ ス

クにコ ピーされないとい う報告をエン ド ユーザーから受けた場合は、 ウ ィ ルス防止が問題である可能性があり ま

す。
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大抵の場合、 ウ ィ ルス対策プログラムのデフ ォル ト 設定は、 フ ァ イルのコ ピーをブロ ッ ク し ないよ う になってい

ます。 その場合は、 ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ールに支障はあり ません。 フ ァ イルのコ ピーをブロ ッ クするよ う に

ウ ィ ルス対策プログラムを設定し ているユーザーのために、 問題が起きる可能性がある こ と を指摘し た注意を

ユーザー ガイ ドや Readme フ ァ イルに含める こ と をお勧めし ます。

この問題を解決するのは簡単です。 ウ ィ ルス対策プログラムを無効にし て、 その後再度イ ンス ト ールを実行し ま

す。

ターゲッ ト  ド ラ イブ
設計の品質やテス ト が完全であるにもかかわらず、 エン ド ユーザーのコ ンピ ューターのターゲッ ト  ド ラ イブ上の

障害のために、 イ ンス ト ールの実行が失敗する場合もあ り ます。 磁気メ デ ィ アでは、 以下のよ う にさ まざまな問

題が発生する可能性があ り ます。

• デ ィ スク表面の傷や損傷によ って、 特定のデ ィ スク セク タに対し てフ ァ イルの読み書きができない場合があ

り ます。

• ク ラス タの損失やク ロス リ ン クのよ う なフ ァ イル アロケーシ ョ ン テーブルのエラーによ って、 イ ンス ト ール

がフ ァ イルを開 く または上書きできない場合があ り ます。

• 極端なデ ィ スク フ ラグ メ ンテーシ ョ ンによ ってデ ィ スクのパフ ォーマンスが低減し、 イ ンス ト ールやイ ンス

ト ールされたアプ リ ケーシ ョ ンの実行が非常に遅 く なる場合があり ます。

イ ンス ト ールやアプ リ ケーシ ョ ンに関するエン ド ユーザーの問題の原因がターゲッ ト  デ ィ スクである と考えられ

る場合は、 次の方法を推奨し て く だ さい。

1. 問題の原因がデ ィ スク表面の傷やフ ァ イル アロケーシ ョ ン テーブルのエラーである と考えられる場合には、

エン ド ユーザーにスキャ ン デ ィ スク を実行し ても ら って く ださい。 このユーテ ィ リ テ ィ は不良セク タ - を

ロ ッ クアウ ト し、 プログラムがそのセク ターに対し て読み書きを行なわないよ う にし ます。 また、 フ ァ イル 

アロケーシ ョ ン テーブルのエラーも修復し ます。

2. 問題の原因が極端なデ ィ スク フ ラグ メ ンテーシ ョ ンである と考えられる場合は、 エン ド ユーザーに Windows 

のデフ ラグを実行し ても ら って く だ さい。

ヒ ン ト • デフ ラグの実行前にデ ィ スクのバッ クア ッ プを行う よ う に、 エン ド ユーザーに助言する こ と をお勧めし ま

す。
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